
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和８年度 第２回 大木中学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和８年 ７月 １５日（ 水 ） １８：００  ～ １９：３０   

 

２ 場 所  会議室１ 

 

３ あいさつ 

（委員長） 

   暑い日が続きますが、よろしくお願いします。 

（学校長） 

   ６月に校区 CS連絡会議が実施された。 

１学期の行事について、生徒は一生懸命に頑張っていた。その力をどのように育てていく

のかが学校に課せられた課題である。 

 

４ 鈴鹿市教育委員会から（学校教育課） 

  若松小学校における就学指定校の変更について 

    ・令和９年度～１１年度に、千代崎中学校への進学予定者のうち希望する児童は大木中

学校への進学を可能とする。 

    ・通学距離が長い生徒は、公共交通機関（電車）の利用を可能とする。 

 ＜質疑応答＞ 

 ○自転車通学について、千代崎からだと塩浜街道を通ることになる。危険ではないか。距

離は５㎞程度あるが風雨の厳しさもある。 

  →安全面、該当、横断歩道の整備をしなければならない。 

  ○横断歩道については、地域駐在から減らすといわれている。行政は何も考えてもらえな

い。どう考えているのか。 

  →生徒が安全に登下校できるように意見を頂戴しながら考えていきたい。 

  ○電車通学の経済的負担はどう考えているか。 

  →自己負担である。 

  ○補助金などはないのか。もう少し考えてもらいたい。 

  ○千代崎中学校の生徒数が多くなるからこのようにするのか。 

  →小中一貫教育が第一である。 



  ○専用道路のようなものを作るとか、該当地域の人たちはどのように考えているのか。 

  ○同じ小学校の児童が同じ中学校に進学するのは望ましい。しかしながら安全面の担保

がない。 

  ○若松小学校での会議ではどのような話が出たのか。 

  →安全面の話が出た。 

  ○若松小学校の話がまとまっていないなら、大木中学校側で「はい」とは言えない。 

  ○どうして大木中学校なのかという話はなかったのか。 

  →あった。理由として小中一貫教育の話をした。 

  ○やる以上はちゃんとやってほしい。命がかかわっている問題である。 

  ○若松小学校 PTAはこれを知っているのか。 

  →9/18に説明する。 

  ○若松小学校の児童が大木中学校に進学しても 2036年には８学級になる。先細ってい

くことへの抜本的な解決を考えなくてはいけない。 

  →小中一貫教育を進めていく。 

  ○池田地域のこどもを大木中学校にはできないのか。 

  →小学校区単位で進めていきたい。 

  ○該当地域の人の意見をしっかりと聞いてほしい。 

  ○通学路や周辺道路の確認はするのか。 

  →実施していく。 

  ○道路の検証をしっかりとやってほしい。 

  ○昨年説明を受けたが、４～５年先の話だと思っていた。 

  ○通学路で言えば、箕田小学校の目の前の道ですら危険である。 

  ○７時台の塩浜街道の交通量はものすごい。 

  ○電車台の負担も大きい。 

  ○先のことを考えてもらいたい。 

  ○こどもたちが安全に登下校できるように考えていきたい。 

 

５ 学校からの報告等 

（１）生徒指導から 

6/4（木）地区補導実施 

SNS トラブルが増加中 

（２）教務から 

修学旅行（３年） 東京方面 物価高の影響が大きい 



社会見学（２年） 名古屋 電車 

    ○東京方面も心配したが、こどもたちはすごい。  

（３）研修から 

    生成 AIの活用 

      利便性と危険性を判断しながら、３年生の進路選択にも活用していきたい。 

      修学旅行事後学習 

 

５ 協議事項 

（１）事故・災害発生等緊急マニュアルについて【別紙資料あり】（教頭） 

    追加事項は「校外学習における安全確保」「クマ」「非常時における登下校」 

 

（２）学校別「危険個所点検結果一覧表」について【別紙資料あり】（教頭） 

・P１ 長太小→大木中 ・P２ 箕田小→大木中 ・P３ 若松小→大木中 

   ○長太地域の金波荘廃屋を追加したい。 

 

６ その他 

（１）夏季休業中の学校閉校日 

   ８月１２日（水）～８月１４日（金） 

 

（２）登校日 ８月２０日（水） ３限授業 

 

（３）教育講演会（鈴教研全員学習会） 

   日時：８月２０日（木） １４時００分～１６時００分 

   会場：市役所 12階 1203 および 各所属 

   講演「人生において大切なこと 

～自分でやってみて、自分で決めて、自分の人生を生きていく～」 

   講師：Deportare Partners代表 為末 大 氏 

    ＜経歴＞ 

     スプリント種目の世界大会で日本人として初のメダル獲得者。 

     男子 400 メートルハードルの日本記録保持者（2026年 1月現在） 

     現在はスポーツ事業を行うほかアスリートとしての学びをまとめ、 

人間の熟達について探求する。 

    ※ 学校運営協議会委員の方も参加できます。申し込みは各学校へ。 



 

（４）夏休み図書館開放スケジュール 

７月 １９日（土）・２０日（日）・２７日（日） 

８月  

 

（５）大木中校区合同学校運営協議会の案内（大木中第４回学校運営協議会） 

日時：１１月２４日（火）16時 00分～17時 00分 

会場：大木中校舎１階・会議室１ 

内容：「防災」をテーマに各校、地域の取組を交流するとともに、地域の災害特性を

把握し、安全体制の充実を図る。 

 

７ 教育支援課より 

   こどもに接する人、地域の人々がいろいろな意見を出すことが大切である。若松小学校

の学校運営協議会にも参加したが、同様な意見が多数あった。令和７年４月に初めて聞

いたというものであった。今回の議論を地域に持ってかえって様々な意見を教育委員会に

届けてほしい。学校運営協議会という機関で、しっかりと伝えてほしい。危機管理の部分で

サルの出没が報告されている。その場合は農林水産課へ一報を入れてほしい。今年度、児

童生徒が関係する交通事故が急増している。 

 

８ 連絡事項 

※第３回学校運営協議会は、９月１８日（金）１８時より開催します。 


